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はじめに 

 

 

多くの人がスマホを持ち、車の自動運転も進化し、セルフレジも増えてきました。 

学校では、子どもたちが一人一台のパソコンを抱えて学び合っています。 

さて、明治 5年に「学制」が発布され、すべての国民が小学校に就学することが定められました。それから 150

年、みんなと同じことができるという価値観が学校教育のベースになっていて、講義形式の授業や記憶力をテス

トで測りランク付けするような学習評価が、未だ払拭しきれていない状況もあります。 

そのような中、全国の小中学校で約 30万人の不登校児童生徒がいて、過去最多を更新し続けています。教職員

も、心理的要因による療養休暇の取得人数が増え続けています。教員採用試験の倍率は下降し、教職員が不足し

ている学校も当たり前になってしまっている状況です。 

また、約 15年後には、現在ある職業の半分くらいが「ＡＩ（Artificial Intelligence）」に取って代わられる

と言われています。将来、学校も「ＡＩ」に占拠されてしまうのでしょうか。きっとしなやかな変化を遂げて、

子どもたちの笑顔が輝く学校が存在していると信じます。 

今こそ、教職員だけでなく、児童生徒、保護者、関係者、地域の方々と、学校教育を根本から問い直し、新し

い時代の学校教育を構築すべき時だと考えます。言い換えれば、未来を生きる子どもたちのための教育を、みん

なでデザインできるチャンスではないでしょうか。  

そこで、まずは小学校と中学校が繋がり、「中１ギャップ」を解消することが必要だと考えました。 

私たちは、学校研究を通して、小学校と中学校の学びの連続性を図ることから始めようと、共通の研究主題と

して「自己実現と共生を軸に据えた教育課程の創造～生活に生きる力の育成を目指した授業デザイン～」を設定

しました。この研究主題を具現化していくために、小学校と中学校の教職員がそれぞれの授業を一緒に見て、膝

を突き合わせて研究協議する機会を増やしました。初めは堅かった顔が、回を重ねるごとに柔らかくなり、真剣

な議論の合間に笑い声が聞こえてくるようになりました。よく小学校と中学校は文化が違うと言われます。私た

ちが、お互いの文化を認め合い、それぞれの良き文化を残しながらも、融合させてより良い文化を創っていく姿

勢を示すことは、子供たちのダイバシティな未来創りにも通じると思っています。 

私たちは、「多くの学校のお役に立てる実践研究」を目指しています。皆様の学校の子どもたちの笑顔に繋が

り、誰一人取り残さない「みんなの学校」づくりのお役に立てれば、たいへん嬉しく思います。 

このような私たちの研究の趣旨をご理解いただき、神奈川県教育委員会・鎌倉市教育委員会・神奈川県公立小

学校長会・神奈川県公立中学校長会から後援していただいております。 

 実際の研究推進については、神奈川県教育委員の笠原陽子先生（玉川大学教師教育リサ－チセンタ－）をアド

バイザーとして、ご指導・ご助言をいただいております。今年度の研究発表会では、笠原先生と上智大学の奈須

正裕先生にご講演いただきました。なお、各教科等では、神奈川県教育委員会の指導主事の皆様や横浜国立大学

の教員とも連携して、教育行政と研究者と実践者の立場を融合させた研究推進を目指しております。 

これからも、新しい時代の学校教育を研究し、チャレンジしてまいりますので、今後とも本校の研究にご指導・

ご鞭撻くださいますようお願い致します。  

 

令和６年３月 

横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校 

同   附属鎌倉中学校 

校 長  青 木  弘 
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２０２３年度 横浜国立大学教育学部附属鎌倉小中学校 

研究推進部 

Ⅰ 研究の概要 

１ 学校教育目標を達成している子供の姿 

 

「自立に向けてたくましく生きる」という

学校教育目標について、本小中学校では、以

下のような子供たちの姿をイメージした。 

「自立」とは、自分の思いや願いを叶えた

り、みんなの幸せを考えて行動したりしてい

る姿を表している。「たくましく」とは、思い

や願いを叶えるための方法や考え方を身に

付けたり、目的達成の途中であきらめること

なく挑戦し続けたりする姿を表している。 

 上記の姿を目指すために小中学校の教職

員で導き出したのが、「自己実現」の３つの

姿と「共生」の姿である。 

 「自己実現」では、まず子供たちが「○○

したい」「○○になりたい」という思いを持

ち、その解決に向けた見通しを立て、身に付

けてきた解決のすべ（手段・方法）を活用し

ながら繰り返し問題解決に向かう姿を想定

している。９年間の学校生活の中で様々な問

題解決に取り組むことで、これからの人生で

も応用可能な力を養っていけると考えてい

る。 

 「共生」では、自己理解と他者理解を通じて一人ひとりの違いを理解し、お互いを認め合い切磋琢磨

し合う環境が空気のように当たり前に存在することで、探究活動がより深い学びになったり、よりよい

社会を作り出していく意識が高まったりしていくことを想定している。 

小中学校９年間でめざす「自立に向けてたくましく生きる」子供のその先には、Well-being（みんな

が幸せに生きること）を志向する姿をイメージしている。この目標が９年間で終わるのではなく、 人生

を通して考えていけるようなものであり、子供の成長を保証するものとして、本小中学校では次のよう

な研究主題を設定した。 

 

 

 

 

 

 



２ 研究主題 

 

 

 

 

３ 研究構想について 

〇自己実現の３つの姿 

 

 

 

 

まずは、この構想の根幹を担っている考えがある。それは、「子供は

生まれながらにして有能な学び手である」という子供観である。この

考えのもと、この構想がスタートしていることを初めにおさえておき

たい。そのため、樹木（イメージ図）の根の部分には「一人ひとりの

思いや願い・個性」を大切にしながら教育活動を実施していくという

教師の思いが込められている。この「一人ひとりの思いや願い・個性」

を大切にしながら授業を展開していくこと自体が、自己実現の１つ目

の姿、子供の「○○したい！」「○○になりたい！」という姿を引き出

すことになる。 

次に、樹木の幹の部分を「生活場面（探究）」としている。この研究

の目的である自己実現と共生の姿は、子供たちが自分の人生を幸せに

生きていけるようにと願って作ったものである。その願いと同様に、

構想図も子供たちが生きていく実生活や社会生活で起こる様々な問

題に、適切且つ個性的・創造的に解決できるようになってもらいたい

という思いで作っている。そのため、幹をなすのは生活場面での探究

であり、子供たちが、この幹をどれだけ太く立派なものにしていける

かということを大切にしている。具体的には、生活科や総合的な学習

の時間、特色のある行事活動を大切にすることで、実生活や実社会に

関わる探究的な学びを充実させていく。 

そのような考えから視野を広げ、枝・葉に位置づけた教科の役割に

ついて説明する。教科には、学問・科学・芸術といった親学問があり、

そこには先人の知恵が豊富にある。その知恵の中で、生活場面に生き

るものは何かを改めて問い直していく必要があると考えている。各教

科の目的を明確にした上で、生活場面で有効に働く汎用的な力や生活

場面に生きる知識は何かを整理していく。そして、教科の学びを通し

て培ったものが、生活場面に活用・発揮できた時に、イメージした樹

木の幹はより太く立派なものになっていくと考えている。この考えを

自己実現の２つ目の姿、解決のすべを知り、使っている姿として表出

している。 

 

 

・「○○したい！」「○○になりたい！」をもっている姿 

・解決のすべを知り、使っている姿 

・目的の達成に向けて、繰り返し取り組もうとする姿 

自己実現と共生を軸に据えた教育課程の創造 
～生活に生きる力の育成を目指した授業デザイン～ 



自己実現の３つ目の姿、目的の達成に向けて、繰り返し取り組もうとする姿については、全ての教育

活動の中で、目的を明確にしながら子供たちが主体となって活動していくこと。また、その目的を達成

するために粘り強く、繰り返し取り組む姿を想定して設定した。これが自ら主体となって探究する姿で

あると考えている。さらに、長い時間をかけながら目的に向けて試行錯誤し、達成感・成就感を得るこ

とで、情意面が育成され、自己実現の１つ目の姿、子供の「○○したい！」「○○になりたい！」という

姿に繋がっていくと考えている。 

以上の自己実現の 3つの姿は、相互に関連し合いながら循環していく。その循環を通して、以下のよ

うな子供の姿の高まりが見られると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇共生の姿 

 

 

 

 

 

これから子供たちは、誰もが安心して暮らせる社会を作り出してい

くために多様性を尊重しながら、お互いが補い合い生きていくことが

求められている。そのためにも、多様な在り方を受け止めることや対

立関係を調整することができるような力をつけていくことが大切に

なる。 

以上のことを考えた時に、「一人ひとり違うということの理解」か

ら始める必要がある。その理解を前提として、クラスやグループで共

通の目的を達成するような活動を取り入れる。そこで、納得解や最適

解を見つけ出すことで、さらなる一人ひとり違うといったことへの気

付きと、みんなでよりよい社会生活の在り方を模索していくことができる子供の姿をイメージしている。 

 そのようなことを想定し、構想図には一人ひとり違うということの理解と最適解や納得解を見出す活

動が自然と行われている状況を空気のような存在として位置づけている。具体的には、個別最適な学び

と協働的な学びを一体的に充実させながら教育活動を展開し、共生の意識を高めていく。 

 

 

 

 

 

・一人ひとりの違いを理解し、よりよい社会生活の在り方

を追求している姿 

・子どもたちの「○○したい！」「○○になりたい！」という姿が、漠然としたものから具体的なも

のになっていく。 

・解決のすべを知って使うことで、質、量ともに高まり、実生活や社会生活で起こる様々な問題

に、適切且つ個性的・創造的に解決できるようになっていく。 

・繰り返し取り組み、達成感・成就感を味わう経験を積み重ねることで「達成するまで続けたい」

という思いを持つ子になっていく。 

 



４ 研究構想の具体的なイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1ページ目の樹木の構想図を具体化したものが上図になる。 

イメージとしては、自己実現できる子を育成するために、各教科で身に付けた資質・能力を総合的な

学習の時間で発揮していく構造をとっている。そのため、教科で培った力を発揮できる場として、総合

的な学習の時間（探究の時間）を教育課程の中核として位置付けている。 

総合的な学習の時間では、子供一人ひとりの「○○したい！○○になりたい！」という思いを大切に

しながら活動を展開していく。その活動の中で、「課題の設定、情報収集、整理・分析、まとめ・表現」

という手法を必要な場面で使いこなせる子を育成していく。 

教科では、本校の各教科部で「なぜ今の時代にその教科が必要なのか？」「生活場面で願う子供の姿と

は？」ということを考え明確にしてきた。そして、それぞれの教科で大切にすることを上図に記載した。

詳しくは、この後の各教科 DSに記載している。 

今後、この教科 DSを子供と共有し、子供が教科の意味・特性を理解しながら、教科を自律的に学んで

いけるようにしたいと考えている。そうして、教科を通して力を付けてきた子供たちは、総合的な学習

の時間の活動の中で、「この場面では理科の実験の時の方法を使って活動の見通しを立てよう。」「この

場面では、社会の時のように多角的に物事を見て話し合ってみよう。」というように自分たちで学んだ

ことの発揮場面を考えながら自己実現していく子供の姿を想定している。 

 

 

 

 

 

 

 

全ての教育活動 



５ 研究構想の実現に向けた具体的な方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全ての教育活動  

～自己実現～ 

◎「○○したい！」「○○になりたい！」をもっている姿 

◎解決のすべを知り、使っている姿 

◎目的の達成に向けて、繰り返し取り組もうとする姿 

 子供が自己実現力を育んでいくための環境を整えていく。そのために、小学校６年間・中学校３年間

で別々だった教育課程を小中学校９年間の教育課程として再編成していく。 

１、育成する資質・能力を明確にし、各教科・各行事で９年間の繋がりを考えていく。 

２、教育課程の中で、各教科と総合的な学習の時間の役割を明確にし、修得・活用・探究の構造を見え

る化して、自己実現力を育成するまでの過程を明確にする。（４ページ目参照） 

  

～共生～ 

◎一人ひとりの違いを理解し、よりよい社会生活の在り方を追求している姿 

 全ての教育活動の中で、個別最適な学びと協働的な学びを通して、自分理解、他者理解を深めたり、

最適解・納得解を導き出したりできる機会を設けていく。その過程の中で、一人ひとりは違うというこ

とへの理解が深まっていったり、その理解をもとにしてよりよい社会生活の在り方を追求したりしてい

る姿をイメージしている。 



 教科  

～自己実現～ 

◎「○○したい！」「○○になりたい！」をもっている姿 

 教科では、学習指導要領でいう「内容」が明確に定められている。教師は、この「内容」に興味・関

心を持てるような働きかけをしていく。例えば、子供たちの持っている既有知識を足場に授業を構成し

たり、実生活・社会生活の学びと関連付けたりしていくということが考えられる。 

次に、子供たちが持った興味・関心を足場に、その思いや願いを叶えていける環境（時間や場）作り

を大切にしていく。その環境の中で思いを生かしながら教師のねらいに向かっていけるようにする。こ

の一連の取り組みの中で、子供たちの達成感・成就感に繋げられるようにしていく。 

 

◎解決のすべを知り、使っている姿 

各教科では、「何のために教科学習を行うのか？」ということを問い直し、改めて教科で身につけてい

く力を明確にする。その際、教科で身につける力が教科内だけで働くのではなく、実生活やこれから子

供たちが生きていく社会生活でも生きる力なのかということを考えて設定していく。各教科で身につけ

ていく力には下から「個別の知識や技能」「教科特有の見方・考え

方」「教科目標」のような階層があると考えている。図１のように視

覚化することで、教科の最上位目標を意識しやすくしている。各教

科、実践を積み重ねる中で、生活場面に発揮しやすい見方・考え方

や個別の知識や技能についても検討し、各教科の強みを明確にして

いくと共に、教科目標を達成するまでの方策を明らかにしていく。 

 

◎目的の達成に向けて、繰り返し取り組もうとする姿 

 「目的を明確にする」「繰り返し取り組めるような環境づくりをする」という２点を大切にしていく。

単元の目標を達成するという視点だけではなく、教科の目標を達成するために、単元をまたいで繰り返

し取り組むことが考えられる。同じ学び方や同じ授業展開など、学びを繰り返す中で、教科特有の見方・

考え方を身につけたり、教科目標を達成したりしている子供の姿をイメージしている。 

 

 

 総合的な学習の時間  

～自己実現～ 

◎「○○したい！」「○○になりたい！」をもっている姿 

総合的な学習の時間のような生活場面に関する学習では、社会にある学びの探究を大切にする。また、

「子供たちの思いや願いを生かすことができる時間」という強みを生かすためにも、今の子供たちの思

いや願いをしっかりと受け止めるようにしていく。実際には、子供たちの自己決定・自己選択を重視し、

子供たちの「○○したい！」を引き出せるようにしていく。 

環境づくりに関しては、子供の思いや願い、気付きの質の高まりに応じて更新していく事や、発達段

階に応じて子供たちが自分たちで環境を作り出していくということも大切にしていきたい。こうした環

境の中で試行錯誤し、目標を達成することで、「やってよかった！」という思いに繋げていく。この達成

感・成就感が子供の情意面を育成し、「次は何をしようかな？」と自ら主体的に考えを広げていける子供

の姿をイメージしている。 



◎解決のすべを知り、使っている姿 

各教科で得た力を「解決のすべ」として蓄え、生活科・総合的な学習の時間や行事のような生活場面

で発揮できる子を育てていく。そうすることで、各教科と総合的な学習の時間が相互に関連し合いなが

ら、総合的に子供を育くんでいけると考えている。そうして力をつけた子供は、これから生きていく実

生活や社会生活で起こる様々な問題に、適切且つ個性的・創造的に解決していけると考える。 

総合的な学習の時間での探究の姿としては、「課題の設定、情報収集、整理・分析、まとめ・表現」を

自分の力で何度も繰り返す子供の姿をイメージしている。そして、総合的な学習の時間で培う「解決の

すべ」はこの探究の姿にある。この探究の繰り返しの中で、リフレクションを大切にしながら、子供た

ちの気付きを促進し自己の生き方・考え方に繋げていける子をイメージしている。この一連の営みの中

で、どれだけ教科で培った力が発揮されているのかを見取り、教科の重要性を再認識できるようにして

いければと考えている。 

 

◎目的の達成に向けて、繰り返し取り組もうとする姿 

プロジェクト型の学習を行う。子供たちが自分たちで目的や目標を考え、そこに辿り着くまでに見通

しを立てて試行錯誤する活動を行う。この活動の中で、目的・目標の設定はとても重要である。子供た

ちが設定したものが高すぎると達成感を得られず、低すぎると物足りない活動になってしまう。そこで、

教師のかかわりが大切になる。達成に至るまでの見通し（時間・活動）を子供に聞きながら、目的・目

標を一緒に検討していくことが大切になる。 

「繰り返し取り組もうとする姿」については、時間の保障がされている総合的な学習の時間のメリッ

トを最大限活用していく。ポイントになるのが、繰り返し取り組む環境があるかどうかである。子供の

「やりたい！」を叶えていくためにも大人の都合で活動が停滞するということは避けていきたい。その

ためにも子供の都合で進められる学習材とは何か。どのような環境をつくればよいか。というのを考え

ていきたい。 
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Ⅱ 小中合同研究 

 研究を小中学校合同で行うにあたり、様々な組織、体制を整備していった。研究推進委員会や研究会

を小中で行うだけでなく、研究発表会や定期的な研究授業も小中合同で行うことで、小中のつながりを

資質・能力の面から検証していくことを大切にしてきた。 

 

 

〇小中研究推進委員会 

 小中学校よりそれぞれ６名ずつ研究推進委員が選ばれ、小中の研究主任から小中研究推進委員長とし

て小学校から１名、副委員長として中学校から１名選出した。組織を「研究運営」「DS・紀要」「研発・

授業研」「個別最適」「情報発信・振り返り」グループに分け、小中それぞれの推進委員で構成されてい

る。推進委員会が開かれないときも定期的に小中学校を行き来して、研究を進めていく上で必要なやり

取りを行っていった。 

 

 

 

〇小中研究会 

 小中学校で共に毎週火曜日を研究優先日として

行事等の予定を入れず、小中合同で研究会を開催

した。小中学校の全職員が一同に会し、研究推進委

員会で検討した内容を全体で共有したり、各グル

ープから必要な内容を発信したり、小中教科部で

集まって話し合ったりする場としている。 

  

 

 

〇小中合同研究発表会 

 本小中学校では、研究発表大会を小中学校合同で開催し、小中学校のつながりを意識した提案授業を

行っている。小中学校全教科・領域で同じ重点目標を設定し、それらが小中学校共通して見て取れるよ

うな授業を行っている。参観者は小中同じ教科で参観したり、興味のある教科を参観したり、参観者の

興味や関心に応えられるように公開授業を設定した。 



 研究授業後の協議会も小中合同で実施した。運

営の方法は各教科部によって異なるが、小中学校

それぞれの授業を振り返る形で行った。参観され

た先生方から貴重なご意見を頂いたり活発な議

論が行われたり、参観された先生方も小中学校入

り混じって協議会が展開された。 

 

 

 

 

〇小中合同授業研究会（校内研究授業） 

 

 年間４回設定している校内研究授業では、小中学校それぞれが公開することで、小中のつながりを

日々意識するようにしている。今年度は６月、７月、１２月、１月に実施し、１回につき３つの教科が

提案授業を行った。小中学校それぞれの授業を全教員で各教科に分かれて参観し、放課後に授業検討会

を行った。研究の重点を意識した授業であったか、子どもの姿から見取ることを大切にしながら協議を

重ねていった。 

 

 

〇日々の実践より 

 研究会の日以外でも、小中教科部で相談して、小中学生が交流することで共に高め合える機会が増え

てきている。中学生が小学生に教えたり、小学生が中学生に質問したり、小中学校が一緒に活動するこ

とで身に付く力が何かを検証している。異学年交流を９年間の中で考えていくことで、９年間で身に付

けさせたい力が何かを見出していけるだけでなく、これからの学校の在り方について模索していくこと

ができると考えられる。 

 



Ⅲ デザインシート ～小中９年間を見通した「学びのデザイン」～ 

 

(１)デザインシートとは？－学習指導案とは何が違うのか？－ 

 そもそも、学習指導案に統一された様式はない。それぞれの学校や研究会において培ってきた研究の

歴史、学習者の課題、現状から様式はデザインされている。つまり、学校や研究会の教育観、授業観が

反映されている資料(文書)が、学習指導案ということである。 

 これまで本校の研究では子供の姿を原点として、そこから願う姿を想定し、その姿を見取り、指導に

生かしていくという「子供ありき」「子供主体」の考え方を大切にしてきた。 

 このようなことから、デザインシート（ＤＳ）とは、「子供ありき」「子供主体」の考えに基づいてデ

ザインされた学習指導案という捉えである。 

 

(２)各種 DSの構成 

①教科デザインシート 

 教科デザインシートとは、各教科の全体計画である。学校教育目標「自立に向けてたくましく生きる」

を達成している子供の姿を想定し、実生活・実社会で生かしていくには教科でどのような資質・能力を

身につけさせたいかを示している。 

まず、最初の項目に教科教育で大切にしたいことを据えている。さらにその下にはなぜこの教科で大

切にしたいことをこのように設定したのか、その力を育むための大まかな道筋などを示している。また、

それに対してどのような取り組みを行っていくのかを記している。 

右上部のピラミッドは，各教科で知識・技能や見方・考え方を往還的に獲得していく中で、実生活・

実社会に生きる力が育まれるというイメージ図である。つまり教科 DSとは、各教科の全体計画である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科部で考える大切にしたいこと 

子供の具体の姿 

そのためにどんな取り組みを行うか 

ここでいう「願う子供の姿」とは、教科で

培った力を実生活・実社会に生かしている姿

である。より具体的に「こうなったらいい

な」「こんな風に力を発揮してほしいな」を教

科部で共有することで、じゃあどうしたらい

いかも考えられるし、生徒の姿から、自分た

ちの取り組みを評価し改善することもできる

と考える。 

なぜこの教科が必要なのか、実生活・実社

会にどのように生きていくのか、そのために

どのようなことが必要なのか、それを育むた

めの大まかな道筋などを示している。 

願う子供の姿に近づくために、どのような

取り組みを行うのかを示している。小中共通

して取り組みたいことや発達段階に応じて重

点的に大事にしたいことなどを示している。 



②授業デザインシート 

 授業 DSは、「単元構想」、「学びのストーリー」、「本時のストーリー」の３部構成になっている。以下

でそれぞれの項目について具体的に説明していく。 

 

 

単元構想 

 単元構想では、これまで子供たちがどのような学びを獲得してきたか、課題は何かなど、子供の実態

を示した上で、課題としてあがっていることを元にどのような考えでこの単元を設定したかを主に示し

ている。目の前の子供の姿から、授業や単元を考えようとする本校で大事にしている部分が現れている。 

デザインシートは本校における学習指導案の役割でもあるので、下部には学習指導要領に準拠した評

価規準も示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元を学ぶ子供の実態 

単元設定の理由 

本単元で願う子供の姿 

評価規準 

子供たちはこれまで何を学び、どんな力をつけて

きたのか、またどんな課題があるのかが示されてい

る。目の前の子供たちにとって、何が足りなくて、

どんな学びを進めたら良いかを考える上で、子供の

具体の姿は外せない要件であると考える。 

子供の実態を踏まえて、単元や題材を設定して

いる。この単元（題材）でのねらいや特徴など、

設定するに至った理由を示している。 

この単元を通して学んだ結果、こうなってほし

いという願う子供の姿を示している。 

評価規準は学習指導要領に準拠している。 



学びのストーリー 

 学びのストーリーでは、「単元目標を達成している児童･生徒の姿の想定」や「単元の学習活動(単元計

画)」「単元を学ぶ児童・生徒の姿の想定」「評価・手立て」「重点①②との関連」が示されている。単元

全体を見通したときに、どの場面でどのような子供の姿を期待しているのかを子供の学びのストーリー

として示している。 

また、教師のしかけや評価についてもわかるようにしている。記録に残す評価と指導に生かす評価を

意識しながら、どの場面でどのように評価するのかを明記している。 

 単元全体を通して重点①「子供の「やりたい！」を引き出す手立てと思いを生かす環境作り」と、重

点②「解決のすべの育成に向けた授業デザイン」について授業者がどの時間でどのようにデザインして

いるのかを右欄に示すことで、学校で重視している資質・能力をどのように育成しようとしているのか

がわかるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 
 
 

価 
重
点
①
②
と
の
関
連

学
習
活
動
・
学
ぶ
子
供
の
姿

学習活動を設定する時には、実際に学ぶ子供の具体的な姿

を想定することを大切にする。学習活動と学ぶ児童･生徒の姿

の想定を往還しながら、授業を構成していくことが求められ

る。 

単元構想の「評価規準」で示した項目を見取るこ

とができる評価計画を立てる。Cの状況を生み出さ

ないための手立てや評価の見取り方を示すこと、評

価項目を焦点化し、まとまりの時間で評価すること

を大切にしている。 

研究の重点①②との関連を示している。子供の

「やりたい」を引き出す手立てをどのように仕掛け

るか、解決のすべをどのように子供に身につけさせ

るかをより具体で示している。 



本時のストーリー 

 本時のストーリーは、学びのストーリーの一部をより具体的に示した本時の学習指導案である。「学

ぶ子供の姿」「本時における重点①②との関連」「評価」「支援を要する子供に対する手立て」等が示され

ている。この他にも、参観者に「授業の視点」や「授業者の考え方」、「本時の位置付け」を具体的に伝

えることができるデザインになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③授業 Re：デザインシート 

 授業 Re：DSは、授業改善に向けて単元・本時の授業を振り返るために、各項目に応じて省察する構成

になっている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

本時で目指す子供の姿を具体的に想定してお

くことで、授業のポイントが焦点化される。 

本時の学習活動を「学ぶ子供の姿」として具

体の姿を想定しながら指導計画を立てている。

めあて等を設定するだけでなく、達成している

姿を想定することで、本時の学習活動・内容が

適切か見直したり、改善したりすることができ

るようになる。また、右欄には重点①②が現れ

る場面や評価場面について示している。重点①

②については、毎時間どちらも設定することは

困難なため、どちらか一方のみの場合もある。 

本時の評価・手立て 
 

本時で目指す子供の姿の想定 

学習活動・指導の留意点 
学ぶ児童・生徒の姿の想定 
重点①②との関連 

 
 

本時における評価について示されている。ま

た、支援を要する生徒に対してどのような手立

てを設けるかを記載することで、目指す子供の

姿をより明確にし、全員がそこに至るためには

どんな手立てが必要かをより具体で考えること

ができる。 

本時に関する省察 
 

研究協議の内容 

単元全体に関する省察

研究協議での参観者からの質問や意見、講師や

指導主事の先生からの指導助言を踏まえてどのよ

うに考えたかを重点①②をからめて省察し、示し

ている。また、今後どのように改善していくかも

こちらに記載している。 

授業単体だけでなく、単元全体を振り返って子

供の姿がどのように変容したかを示している。授

業改善の視点から、良かった取り組みや次につな

がる取り組みなどもここに示している。 

本時のストーリーで想定した「本時で目指す子

供の姿」と実際に見られた子供の姿を照らし合わ

せて授業を振り返ったり改善点を見いだしたりし

ている。 



④教科 Re：デザインシート 

 授業 Re：DSは、教科 DSの振り返りである。教科で取り組んだことに対して効果的であったか、改善

する必要があるかなどを子供の具体の姿を通して振り返る。 

 

  

教科での取り組みの成果 

教科での取り組みの課題

来年度に向けて 

教科 DSで示された「教科で大切にしたいこと」

が実際の子供の姿で見取ることができたか、具体的

に取り組んだことの成果などを示している。成果が

あれば、子供の姿にあらわれるはずであり、姿をも

って振り返る場となっている。 

成果と同様、子供の姿で振り返った時に、期待し

ていた姿が見られなかった、子供の学びが上手に組

み立てられなかったなど課題が残った部分について

の省察である。教師の手立てや題材の設定など様々

な面から省察している。 

成果や課題を受けて、来年度の教科部としてどの

ような取り組みを行っていくのか、重要視したい資

質・能力についての見解を示している。 



Ⅳ 研究方法 

（１）授業研究 

 主に、各教科の授業研究である。本校の授業研究は、小中合同で子供の姿を中心に協議を進めていく

ことを大切にしている。授業研究や日々の授業での子供の姿を見取り、授業改善を繰り返しながら、学

校教育目標に迫る子供の姿を目指していく。 

 以下に示す研究協議会までの流れは、本校で行っている授業研究（研究授業）において、小中学校の

職員で共有している内容である。 

 

 

 

 

 



ここで示されている「重点①②」は、 

重点① 子供の「やりたい！」を引き出す手立てと思いを生かす環境づくり 

重点② 解決のすべ（教科で育成する力）の育成に向けた授業デザイン 

 のことであり、各教科が年度当初に検討した教科 DS をもとに、今回の授業の単元を計画する上で、

具体的に工夫したポイントである。授業で見て欲しいポイントをあらかじめ明確にすることで、実際の

子供の姿としてどのような場面で、どのような言動が見られたか、参観する先生方の見取りを、授業者

に的確にフィードバックできるようにする。 

＜資料１＞実際に協議会で使用するシート 

 

＜資料２＞協議会の実際の様子 

 

   

 ※協議会では、小中校種の横断、教科の横断もある中で、子供の姿を中心に語り合う。 

 



（２）特別活動 

キャリア・パスポート、年度当初の学級開き（下の資料３）、行事の目標決め等を活用し、学校教育目

標の実現に向けた視点をもって、「自己実現」をしている姿と「共生」する姿を目指して指導に当たって

いる。しかし、小学校と中学校では、特別活動における具体的な手立ての共有は十分とはいえない。今

後は教科だけでなく、小中の行事等を共有し、学校教育目標の実現に向けた９年間の教育課程を創造し

ていく必要がある。 

 

 小学校 中学校 

体育的行事 運動会 陸上競技大会 

泊を伴う行事 各学年宿泊学習を実施 スキー教室、修学旅行 

文化的行事 音楽会 合唱祭 

総合的な学習の

時間の発表会 
鎌小 LIVE LIFE学習発表会 

その他 お弁当の日 

にこにこ班活動 

児童会活動、委員会 

生徒会活動、委員会 

教育課程外 クラブ活動 部活動 

 

現在は関連する行事の共有（上の表）のみでとどまっているので、次年度はカリキュラム・マネジメ

ントの視点から行事の意義、目的を再度整理し、小中のつながりを意識した見直しが必要である。 

 

 

＜資料３＞中学校では学級開きで学級目標決めに向けた掲示物を共通で作成している 

 

 ※学校教育目標をふまえ、１人１人の思いや願いを共有し、学級目標を考えていく 

 



Ⅴ 個別最適な学びについて 

本校では、「個別最適な学び」についての研究の中で、「学習の個性化

としての環境づくり」は、研究構想図の□の根幹部分にあたり、本校の

研究で重要視している取り組みである。 

今までの鎌倉小中学校には、子供たちが自分の得意を見つけたり試し

たりする場や、興味関心の赴くままに学習活動できる場がなかった。学

びは教師の管理の下にあり、自分たちの興味関心を見つける環境が用意

されていないという現状であった。「学校は誰のための場か？」と問わ

れた時に、「子供のため」と答える先生は多いと思うが、本校職員は、

「本当に子供たちの個性に合わせた学習環境が用意されているか」とい

う問いに向き合う必要があった。 

そのような経緯から、１つの取り組みとして取り組んできたことが

「学習の個性化としての環境づくり」である。一人ひとりの子供は、興

味や関心は異なる。そのため、適切な環境が何かも一人ひとり異なる。

学習内容を習得していくスピードにも差があるということを前提とし、そのような子供たちが、「○○した

い！」「○○になりたい！」という想いや願いを持って学習を進めていくことを考えて行った取り組みである。

子供は、適切な環境と出合いさえすれば、自ら進んで環境に関わる。従来の教師の役割として、直接的に教

えることに加えて、学習環境を整えることによって間接的に学びを促し支援することを試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載した写真からは、環境が用意されていることで子供たちが興味をもってその環境に進んで関わる様子が

伝わってくる。環境さえ用意されていれば、子供たちは興味・関心に基づいて自ら学ぼうとする思いがある

ことを知ることができた。これが子供たちの「○○したい！」「○○になりたい！」につながっていくかどう

かは、長い目で見ていく必要があるが、ひとまず、学校に自分のやりたい事ができる場があって、休み時間

という自由な時間にもかかわらず、学んでいる姿があるというのは大きな成果であると考える。小学校の社

会科では、子供にどんな環境が用意されて欲しいのか、子供たちの声を聞く場を設け、子供の求めに応じて

環境をアップデートさせていく取り組みをした（右下写真）。それは、子供たち一人ひとりが潜在的に求めて

いる多様な学びを顕在化させたのである。実際には、5年生の社会科で公害の学習をした折に、写真集を用意

してほしいという声や、工業生産の学習では自動車部品を置いてほしいという声があ

ったため、可能な限り用意し子供たちの手に取れるようにした。そういった地道な取り

組みから子供たちの興味・関心が広がり、探究の初めの一歩がスタートするのではない

かと願って取り組んできた。また、取り組みを進めていく過程で、次のような成果や課

題も見えてきた。 



今年度の一年で、上記のような反省が出た。そして推進部では、大きく二つの問いが生まれた。一つ目は、

「中学校では、どのようにすれば子供の個性を生かし、子供たちの『やりたい』を引き出していけるような

取り組みができるのか。」という問いである。※１でわかるように、中学校では、目的が受験になっている子

供たちが多く、中学校の子供たちには小学校の時のような時間にゆとりが無いというこ

とが、環境に関わる子供たちの様子から顕著になって表れてきた。中学では、小学校のよ

うに目に見えるような子供の姿が少なかった。推進部で話し合いを進める中で、小学校と

中学校では子供が求める環境に違いがあることから、小学校の場合は、環境＝「学びの

場」、中学校の場合は環境＝「学びの機会」という意味合いが強いのではないかという答

えにたどりついた。実際に中学校の外国語科では、子供たちの求めに応じてオンライン勉

強会を開いた。（右写真）個別支援の意味合いを含んだ、学習機会の提供である。小学校

と中学校で同じことをやっても上手くいかないということに気付けたことは、大きな成

果であると考える。 

もう一つは、※２のような声があったように、「教科によっても場や機会の運用の仕方は異なるのではない

か」という問いである。また、※３のように、見本がないからこそ運用の仕方に悩む教科もあった。そのため、

運用の仕方について職員の中から出てきた声を推進部でまとめ、“附属鎌倉小・中学校ならでは”の目的を整

理し直した。その目的は、「その環境から学びの楽しさを味わわせ、個性を伸ばす」である。この目的にそっ

た運用の仕方として、各教科部でどのような運用の仕方をしていくのかを考えし、本年度の研究のまとめと

した。 

 

 

 

 

 

 

運用の仕方について職員から出た声           教科ごとにまとめた運用の仕方（社会科部の例） 

＜成果＞ 

（中）生徒たちの興味関心を高め、子供たちに動きが見られた。 

（中）職員間の共有ができ、教師側に、環境をきれいにしようという意識が芽生えた。 

（小）自由度が高いので、子供たちは朝、休み時間などに子供たちが友達を誘って環境に関わり、教科のおもし

ろさに触れていた。 

（小）場づくりを行ったことによって、継続してよくしていこうとする教師側の意識が高まった。 

（小）子供たちが楽しめるようなことを職員が楽しみながら用意していた。 

＜課題＞ 

（小）「興味はあるが時間がない」「優先順位は低い」という姿も見られた。子供にゆとりの時間がある 

かどうかがポイントとなった。 

（小）「探究したいことを探究する場所」なのか、「興味関心を引き出す場所」なのか悩む。 ※２ 

（中）中学校の場合、中休み、昼休みに、特別教室は「基本入らない・入れない」だったので、現在は運用が曖昧

になってしまった。中学は小学校よりも自由度が低く、「いつでも自由に」とは違うのが現実。 

（中）中学の場合、生徒にもゆとりがない。※１ 

（中）中学には見本がなく苦しいところがある。※3 

      

  

    

    

   

    

   

    

     
     

     
    

     
     

                        



Ⅵ 研究の経過 

 ３年間の目標として、「実社会、社会生活に生きる教科の学びを意識しながら、総合的に子どもを育成

していく」ことを設定した。今年度はその１年目として、「重点１、２を意識した授業づくりと実践の積

み重ね」を目標とした。その上で、３か月単位で研究年間計画を立てた。 

 

 

基本的な流れ 

 小中研究推進委員会を開いて研究の方向性や次回の小中研究会の内容を確認し、小中研究会では全職

員で共有する、という流れを確立した。 

 小中研究会では主に、研究構想をもとに教科部の目標づくり（教科 DSの検討）や、授業づくり（授業

DS の検討）、個別最適の研修などを行った。全体研修の後、小中教科部で集まる時間を設け、小中のつ

ながりを見出しながら各教科で身に付けたい力や授業づくりについて考えていった。詳細は次頁の研究

計画の通りである。 

 

 

 

 

 

 



 

日 曜 回数 会議 内容 開始時間（予定）

4月4日 火 今年度の研究について（教科部話し合い①） 13:00

4月5日 水 組織の確認と年間計画 12:30

4月11日 火 研究の目的、研究構想の共有、研究計画について 16:30

4月18日 火 小中デザインシート（DS）検討会（教科DS・授業DS・特色DS） 16:30

4月25日 火 小中DS提案、各教科で身に付けたい力の検討 16:30

5月9日 火 生活・総合研修　''Most Likely To Succeed''視聴・議論 16:30

5月16日 火 単元づくり研修　生活・総合単元づくり研修 16:30

5月23日 火 個別最適な学び研修　授業研に向けて 16:30

5月30日 火 （数学・理科・社会）中学校４校時・小学校５校時公開授業 11:25

5月30日 火 合同授業研究会協議 16:30

6月6日 火 運営／研発／発信／DS／個別最適 各グループ提案等 16:45

6月6日 火 （小中研） 個別最適な場づくり（各教科） 16:30

6月13日 火 運営／研発／発信／DS／個別最適 各グループ提案等 16:45

6月20日 火 運営／研発／発信／DS／個別最適 各グループ提案等 16:45

6月20日 火 （小中研） 生活・総合　単元づくり 16:30

6月27日 火 運営／研発／発信／DS／個別最適 各グループ提案等 16:45

6月27日 火 （小中研） 重点①（したい、なりたい）を意識した授業提案① 16:30

7月4日 火 （生活・道徳・体育）中学校４校時・小学校５校時公開授業 11:25

7月4日 火 合同授業研究会協議 16:30

7月11日 火 8/21,22小中研究会に向けて 16:30

8月21日 月 10/6,10/7 研究発表会に向けて 9:00

8月22日 火 10/6,10/7 研究発表会に向けて 9:00

9月5日 火 研究発表会に向けて（研究大会当日について） 16:45

9月5日 火 （小中研） 研究発表会準備（授業DS作成等） 16:30

9月12日 火 授業ブロック検討会 16:30

9月19日 火 研究発表会運営計画確認、ブロック別プレゼン資料について確認 16:45

9月19日 火 （小中研） 研究発表会準備（授業DS作成等） 16:30

9月26日 火 研究発表会に向けて（研究大会当日について） 16:30

10月3日 火 小中合同リハーサル（最終確認） 16:30

10月6日 金

10月7日 土

10月17日 火 研究発表会の振り返り 16:30

11月21日 火 研究紀要・小中合同授業研について 16:30

12月5日 火 （国語・図工美術・技術家庭）小学校１～３校時・中学校４～６校時公開授業 8::50

12月5日 火 合同授業研究会協議 16:30

12月12日 火 共生・小中合同授業研について 16:30

12月19日 火 1/16合同授業研に向けたＤＳ検討 16:30

1月16日 火 （外国語・音楽・総合）小学校３・４・６校時・中学校１・２・５校時公開授業 8:50

1月16日 火 合同授業研究会協議 16:30

1月23日 火 個別最適・共生について 16:30

1月30日 火 各教科重点の振り返り・教科ReDS検討 16:30

2月13日 火 学習の個性化・個別最適な場づくり研修 16:30

2月20日 火 共生に関する研修 16:30

2月27日 火 来年度の研究に向けた検討 16:30

3月5日 火 研究の振り返り共有　総合的な学習の時間・来年度の研究について 16:30

小中研④

小中研⑤

小中研究推進

小中研究推進

小中研③

小中合同授業研①

小中研⑦

小中研①

小中研②

小中研⑥

小中研究推進

小中研究推進　

2023年度　附属鎌倉小中学校　研究運営計画

研究主題「自己実現と共生を軸に据えた教育課程の創造

　　　　　～生活に生きる力の育成を目指した授業デザイン（１年次）」

小中研究推進

小中合同授業研②

小中研究推進

小中研⑯

小中研⑬

小中研⑭

研究発表会
研究発表会

小中研⑩

小中研⑧

小中研究推進

小中研⑨

小中研究推進

小中研⑪

小中研究推進

小中研究推進

小中研⑳

小中研⑰

小中研㉑

小中研⑲

小中研究推進

小中研究推進

小中研⑫

小中合同授業研③

小中合同授業研④

小中研⑮

小中研⑱

小中研究推進



今年度、２１回の小中研究会と１３回の研究推進委員会を実施し、校内研究授業として小中合同授業

研究会を４回実施した。これ以外にも、小中各教科部で集まって検討したり、研究推進委員同士で集ま

って打ち合わせをしたりして、小中のつながりについて考えていった。 

１・２学期の研究発表大会前は、各教科の目標や、提案授業内容の検討を中心に行った。研究発表大

会後は、研究発表大会で参観者の皆様から頂いたご意見や振り返りを中心に反省・検証を行い、小中合

同授業研究会で改善を図ったり日々の授業に反映したりしていった。３学期は、小中合同授業研究会を

中心に日々の授業を振り返り、次年度につなげていくための検討（これまで作成した授業 DS の振り返

り（授業 Re:DS）や教科 DSの振り返り（教科 Re:DS）など）を行っていった。 

 

次年度に向けて 

 小中の学校行事（音楽会・合唱祭や面談期間、試験期間など）によって、お互いに顔合わせができな

い週や、小中合同授業研究会（校内研究授業）に向けた打ち合わせが行いづらい時期があった。そのた

め次年度は、毎週火曜日の小中研究会は小中の教頭・教務間で十分に打ち合わせを行い、小中研究会の

中で打ち合わせが十分に行えるよう体制を整えた。 

これまでも打ち合わせは随時、小中教科部の間で小中学校を行き来しながら行っていたが、行事が立

て込むとなかなか時間がとることができていなかった。これは小学校だけ、中学校だけでも同じことで

あり、小中の課題というよりも学校全体としてこの時期に何に力を入れているかの違いによるものと考

えられる。通年で小中教科部として綿密にコミュニケーションをとり続けていくと少しずつ解消される

ものかもしれないが、校長のリーダーシップのもと、管理職と研究推進委員会が協力して、小中教科部

のやり取りがしやすくなるよう働きかけることが求められている。次年度は小中研究会の時間で確実に

やり取りができるよう仕組みを整えていく。 

 



Ⅶ 研究の成果と課題 

 成果  

１、研究の目的 

小中９年間で目指す子供の姿が明確になった。Well-beingに向け

て、子供たちの「自己実現」と「共生」の姿を目指していくという

分かりやすく、職員誰もが意識できるものになった。分かりやすい

目的を職員みんなで作り出すことができ、共有できていることがこ

れからの研究にとって大切なことだと考えている。 

 

 

２、研究の構想 

「自己実現」と「共生」の姿に向けての研究構想がより具体的なものになってきた。各教科で目指す

姿を明確にしたことで、教科で身につけた力を生活科・総合的な学習の時間で発揮していくイメージが

より具体的になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、教科の目的 

これからの時代「なぜ教科学習が必要なのか？」ということを改めて問い

直し、各教科の価値を明確にした。また、その教科で大切にすることを１つ

に絞っていくことでみんなが意識できるものになっていった。やはり、目的

は分かりやすく端的なものにすることが大切だと感じている。そうすること

で、立ち戻るところをみんなが共有でき、目的を意識した授業づくりに繋が

っている。また、各教科で身につけること、目指す子供の姿を小中の教科部

で話し合いを重ね明確にしていけたのがよかった。目指す姿に向かうまでの

手立てを系統立てて考え、小中の学びを繋げていく意識ができてきたのもよ

かった。この取り組みが、小中の繋がりの歩みの１歩目になっている。 

また、職員が他教科の教科 DSを読むことで、教科同士の資質・能力や手立

ての繋がりを考えるきっかけにもなった。 



４、授業実践 

授業では、教科で目指す姿が以下の２点に重点をおき、授業をデザインしてきた。子供が探究的に学

びながら教科で身につける力を育成していけるようにねらって考えた重点である。 

重点① 子供の「やりたい！」を引き出す手立てと思いを生かす環境づくり  

重点② 解決のすべ（教科で育成する力）の育成に向けた授業デザイン  

  この２点を単元や本時で意識できるように授業デザインシートの作成を進めることができた。また、

この２点での手立て、見られた実際の子供の姿を教科部ごとに蓄積していけたのがよかった。来年度以

降のさらなる積み重ねが今後の成果につながると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５、学習の個性化の場づくり 

研究構想図の□の部分にあたるところを重要視して、学習の個性化に力を注いできた。一人ひとりの

子供には個性があり、興味・関心や学習スピードが違うということを前提として、そのような子供たち

が、「○○したい！」「○○になりたい！」を持って探究の 1 歩目を踏み出すにはどうしたらよいのか。

ということを考えて行っている取り組みである。目的を「その環境から学びの楽しさを味合わせ、個性

を伸ばす」と鎌倉小中では捉え直し、環境づくりにフォーカスして取り組めたのがよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の写真のように、場があることで興味をもって遊びながら
．．．．．

学ぶ姿が見られた。これが子供たちの「○

○したい！」「○○になりたい！」につながっていくかどうかは、長い目で見ていく必要はあるが、ひと

まず、学校に自分のやりたい事ができる場があって、休み時間という自由な時間にもかかわらず、学ん

でいる姿があるというのは大きな成果である。 



６、小中連携 

今年度から小中、全て同じ日程で研究を進めたことにより、小中の職員同士で話し合う機会が大幅に

増えた。そのため、互いを知る機会が増え、歩み寄る姿が見られるようになってきた。小中の教科部で

声を掛け合い、集まって研究を進める場面も見られるようになってきた。小中の文化が大きく違う中で

一緒に研究を進めるということで、昨年度職員からは「文化が違い過ぎるので、絶対に相まみえない」

という声も聞こえてはいたが、少しずつよい方向に向かっているように感じている。しかし、小中の研

究を進める難しさは感じている。その点を成果として以下に示す。 

・どちらかにとって無理のある研究になっている時 

 →小中、同じ日程で進めているので、その研究日前後の忙しさは違う。そこを理解する事が必要であ

る。今年度はそれぞれの都合で、研究が行えない日が多くあった。この点は小中の行事予定の精選を

できる限りしていく必要がある。 

・理想を掲げすぎて、急な変化を求めた時 

  →研究開発校、義務教育学校など、先進的に進めている学校があったり、教育には高い理想があっ

たりする。しかし、それは一つの視点であり、今の子供・今の職員で行っている本校の研究にとっ

て急ぎ過ぎていないかを常に立ち戻る必要がある。 

・研究日を別にすることで、職員間での話し合いの内容にズレが出始める可能性があるので、気をつけ

る必要がある。 

小中の職員の授業での交流が次の動きとしては大きな一手になるのかもしれない。歩みを急ぎ過ぎず、

職員の実態を見ながら１歩１歩成果を積み重ねていくことが大切だと感じる。 

 

７、研究組織 

小中それぞれ推進部から６人ずつ、合計で１２人のメンバーで組織することになった。人数が増える

ことは多くの人の考えを聞けるメリットはあるが、みんなが揃わずに共有が難しくなったり、進みが悪

くなったりするというデメリットがある。そこで、以下のような研究組織を作り、各グループに多くの

裁量を持たせるようにした。そうすることで、各グループのメンバーで集まれば様々な提案が動いてい

く。また、最終決定は小中の研究推進委員長との話し合い後に進んでいくので、人数は多くなっても動

きはよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 課題  

１、研究主題 

研究主題を「自己実現と共生を軸に据えた教育課程の創造～生活に生きる力の育成を目指した授業デ

ザイン～」としている。今年度、成果にも書いたように研究構想の具体は進んだが、教育課程の具体的

な在り方については研究が進んでいない。教科の目的を達成するために、どの単元にどのくらいの時間

をかけていくのか。単元ごとの軽重を考え、教科ごとに単元配列表を作成していけるようにしていきた

い。そのためにはまず、教科の目的を達成するための柔軟な授業づくりに力を注いでいく必要があると

考えている。 

 

２、子供の姿と手立ての蓄積のタイミング 

今年度は、年度の終わりに各教科の授業の手立てとそこから見られた子供の姿を記載する時間を設け

た。来年度以降は、子供のよい姿が見られた際にいつでも書き込めるように準備しておく。子供の姿と

授業の手立ての積み重ねが、今後の授業づくりの深みを増してくれると考えている。 

 

３、生活に生きる力の授業デザイン  

授業の重点②「解決のすべ（教科で育成する力）の育成に向けた授業デザイン」を掲げているが、各

教科で生活に生きる力を育んでいくには、学年内の積み重ねや学年の繋がりを可視化していく必要があ

る。それが、子供の姿をベースしながら作成できてきた時に、解決のすべ（教科で育成する力）の育成

に向けた授業デザインがより実現可能なものになる。１、研究主題と関連しながら歩みを進めていきた

い。 

 

４、生活科・総合的な学習の時間の在り方 

来年度から生活科・総合的な学習の時間を研究の中核に置き、実践を通して研究を進めていく。鎌倉

小中の子供と職員で行う独自の生活科・総合的な学習の時間（LIFE の時間）を作り出していくと共に、

小１～中３までをどのように繋ぎ、学びを展開していくのかを明確にしていく。「生活の拡充」「活動的

な時間」ということを大切に子供が自分たちで学びを進めるプロジェクトが展開できるようにしていき

たい。 

 

５、「共生」に向けて 

「一人ひとりの違いを認識する」「意見が違う中で合意形成に

向かう」子供の姿をもっと見られるようにしていきたい。という

声が職員から出てきた。研究構想や研究計画（３年計画）自体が

「自己実現」に重きを置いた計画だったため、今後の計画を再度

作り直す必要が出てきた。研修を通して「共生」に向けての意識

を高めていくこと。来年度の授業づくりに生かせるようにすることを来年度以降の課題とする。 

 

６、研究の成果の捉え 

学校研究の成果を何で捉えていくのかがはっきりしていない。児童生徒質問用紙を作成して毎年の変

化を追いながら見取っていくのか。子供の授業での様子、学校生活の様子を見取りながら、その姿を基

に成果を見出していくのか。ここも来年度の課題となる。 
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